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平成 25 年度第 9 回 千葉県支部役員会 議事録 

 

日 時：平成 26 年 1 月 25 日（土）15：30～18：00 

場 所：きぼーる 千葉市ビジネス支援センター 13 階 特別会議室 

 

１．幹事出席状況確認（□出席、△欠席・委任状提出、■欠席） 

 □松井 隆支部長、△稲葉信克、□今住則之、□河北慶介、△川畑真一、△國廣隆紀、 

△久保康弘、□桑島英明、△古西義正、△匂坂和夫、△志澤達司、□進藤秀明、 

☐進藤義男、□滝沢利治、☐長見 茂、□花岡善郎、□尾頭 誠、□保坂俊雄、 

☐松本喜義、□水野正勝、□山下六男、□山本陽一、□和田保久（50 音順） 

以上、16 名出席、7名委任状提出を含め 23 名の幹事が出席して支部役員会が行われた。 

 なお、16:30 分からの支部意見交換会には、三好正夫、安藤正博、三井宣夫、小波盛佳、牛澤

幸司氏 5 名参加。 

  

２．議事概要 

  新年を迎え今年一回目の役員会を開催します。今年１年日本技術士会並びに本日ご出席の皆

様にとって良き年であることを祈念します。千葉県支部につきましても、継続した活動において

着実な進展を目指したく、一層のご協力ご支援をお願い申し上げます。 

そして、本日は、意見交換会並びに新年会開催を呼び掛けましたところ、何名かの方にご出席

を賜りました。今年もどうか宜しくお願いします。 

  

［審議事項］ 

(1) 役員会議事録の作成について 

本日の議事録作成書記は、松本幹事に、議事録署名人は、松井支部長、水野幹事及び山下幹

事が承認された。 

(2）第 8回役員会議事録の確認（資料 9－1） 

  ・一箇所修正：3 頁、 2）の・SSH（スーパーサイエンススクール）を（スーパーサイエン

スハイスクール）と修正する。 

・支部長の概要説明後、承認された。 

・その他①神保健二郎さん 1 月 23 日逝去された。 

    ②長見委員が「グランドシニアに向けて」旅記録を出版された。支部事務所に置い

てありますので当番の方読んでください。 

    ③本日役員会終了後の意見交換会並びに新年会を「かどや」で行いますので、都合

つく方には参加されたい。 

(3) 千葉県支部における登録グループの設置（資料 9－3） 

 ・技術者倫理講師の育成グループとして立ち上げる。 

  登録グループは［小波盛佳氏（千葉大特別講師）担当］登録グループの条件としては、

支部は 5名以上で設置可能で現在 5～6名の方が名乗りを上げている。大学は講師条件に
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は 2～3年続けられる方を望むようだ。 

  現在、日本大学から依頼がきており、講師の年齢制限は 70 才までとしている。 

（4）千葉県支部意見交換会資料・千葉県支部活動報告（資料 9－4） 

  ・支部長より、25 年度の活動を「千葉県支部活動報告」により、支部活動が着実に進めてい

ることを説明した。 

  ・役員会の後半で参加者と意見交換した。 

（5）平成 25 年度第 5回統括本部理事会議事次第（資料 9－5）・・・・尾頭理事報告 

  ・25 年度の技術士一次試験の合格率が、37％と 24 年度より悪かった。 

   適性科目が特に悪かった。作問内容に問題ありとの話もある。 

  ・第 44 回日韓技術士国際会議が、松山市で開催される。 

  ・第 41 回技術士全国大会、福岡市で開催される。今年は会場の都合で、11 月 9 日（日）～

12 日（火）となる。 

  ・「震災復興支援技術士派遣の仕組み」を考えている。まだ試案であるが、復興庁とも相談

して実行していくようだ。具体的には、福島県楢葉町から始める予定。課題は、メンバー

の決め方。年齢制限等いろいろあるようだ。 

  ・仕組みの案としては次の案が検討されている。 

①市町村支援チーム 

②市町村応援の復興支援技術士の採用方法 

③市町村応援の復興支援技術士の役割 

    

[委員会・チーム活動報告] 

(1) 総務委員会 

  報告事項なし 

 (2) 企画委員会（資料 9－6）・・・保坂委員長 

  ・千葉県支部活動状況報告 

  ・平成 25 年は、CPD の活発化を図り、26 年に向けても多様なテーマを実施していきたい。 

  ・平成 25 年度の CPD 実績と予定の報告 

 ①第 11 回 CPD は 1 月 10 日（水）開催された、「地盤液状化対策実証試験の見学会」の説明、

資料の添付写真参考（山下幹事より補足説明）。 

   ②第 12 回 CPD は 2 月 8日（土）の講演会は現時点で 60 名程多数の申込みがある。 

  ・平成 26 年度第 13 回 CPD は 5 月 17 日（土）役員会、講演会、祝賀会を予定している。 

   祝賀会は、平成 25 年度技術士一次試験・二次試験合格者は無料で招待する。 

   場所は、昨年同様「きぼーる」15 階の多目的ホールの予定。 

(3) 広報委員会（資料 9－2）・・・和田幹事 

  ・歓迎会のポスターセッションで、千葉県支部の広報を行う． 

  ・5 月 17 日（土）に千葉県支部の技術士一次試験・二次試験合格者の歓迎会を行う予定で、

企画委員会と協力して実施する。 

 (4）活動推進委員会 
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  1) 企業支援チーム（資料 9－7）・・・桑島チームリーダー 

 ・中小企業活性化研究会開催に向けての計画を表にした。資料説明 

 ・中小企業ものづくり補助金として1400億円が、補正予算として2月の国会で決まる予定。 

2) 科学技術・理科支援チーム（資料 9－8）・・・山下チームリーダー 

   ・本部・科学技術振興支援実行委員会の資料説明 

・理科支援教室支援について、今まで補助金がなかったが、25 年度の実施を、遡って手当

を出すようになった。活動推進には良いことであり積極的に取り組みたい。 

3) 防災支援チーム 

 ・報告事項特になし  

4) 産学官連携チーム 

 ・報告事項特になし 

5) 技術相談チーム 

 ・報告事項特になし 

(5）平成 25 年度第 10 回役員会：平成 26 年 3 月 1日（土）15：30～18：00 

           千葉市ビジネス支援センター きぼーる 13F 特別会議室 

           （公益財団法人 千葉市産業振興財団） 

 

 ［配付資料］ 

  （資料 9-1）第 8回千葉支部役員会議事録(案) 

  （資料 9-2）広報委員会報告 

  （資料 9-3）千葉県支部における登録グループの申請 

  （資料 9-4）千葉県支部・意見交換会の資料 

  （資料 9-5）平成 25 年度第 5回本部理事会次第 

  （資料 9-6）企画委員会報告・第 11 回 CPD 見学会報告 

（資料 9-7）H26 年東葛テクノプラザエリアにおける中小企業支援に向けて 

（資料 9-8）本部・科学技術振興支援実行委員会からの「会員が行う理科教室及びサイエン

スカフェ活動」への支援について 

議事録作成者             松本 喜義 

 

議事録署名人（署名捺印）       松井 隆 

 

                   水野 正勝 

 

                   山下 六男 


